
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 支持体（１０）と、前記支持体上で移動し、軸（Ａ－Ａ）に沿って
並進移動するように取り付けられた押しボタン（１２）と、前記押しボタンが移動中に最
大限度を超えると、前記押しボタンに反力を加えることが可能なバネ部品（１４）とを含
むスナップ機能を有する制御装置であって、前記バネ部品（１４）は、その中央部分に少
なくとも中央ゾーン（３８）が形成され、その両端を支持ゾーン（３６）とされた弾性材
料からなるシートであり、前記押しボタン（１２）と前記支持体（１０）の間に挿入され
、前記一対の支持ゾーンと前記中央ゾーンが、一方が前記押しボタン（１２）に接触し、
他方が前記支持体（１０）に接触することによって、前記押しボタンが移動すると、長手
軸（Ｂ－Ｂ）に沿って前記シートを曲げる結果になるように意図されており、前記シート
は、休止位置において曲がった断面またはＶ字形状の断面となって

いるこ
とを特徴とする制御装置。
【請求項２】
　前記バネ部品（１４）は支持体（１０）または押しボタン（１２）に固定されていない
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ケースに形成された

おり、前記一対の支持
ゾーン（３６）が前記バネ部品の凹面（１４ｃ）に設けられ、中央ゾーン（３８）が前記
バネ部品の凸面（１４ｄ）にあり、前記バネ部品（１４）がその中心部に、前記支持体の
壁の反対側に配置された接触ストリップを駆動する前記押しボタンのステムが通るオリフ
ィス（１４ａ）を含み、かつ前記一対の支持ゾーン（３６）が前記バネ部品の凹面の周辺
部に設けられる一方、前記中央ゾーンが凸面の前記オリフィスの周りに設けられて



ことを特徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記バネ部品（１４）の前記凹面（１４ｃ）が、前記支持体（１０）と接触し、前記バ
ネ部品（１４）の前記凸面（１４ｄ）が前記押しボタン（１２）と接触することを特徴と
する請求項 に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記バネ部品（１４）に、その両端に切り欠き部（１４ｂ）が形成され、前記押しボタ
ンに、前記切り欠き部に係合して、前記バネ部品と前記押しボタンの相対的位置決めを保
証する突出部（２８ｃ）が含まれることを特徴とする請求項３に記載の制御装置。
【請求項５】
　前記バネ部品（１４）が、前記押しボタンの軸を通る平面に対して対称をなすことを特
徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項６】
　前記バネ部品に、丸み付き部分によって互いに接続された２つの平面壁が含まれること
を特徴とする請求項４に記載の制御装置。
【請求項７】
　ケース（１０）及び先行請求項の任意の１つによる制御装置を含む腕時計であって、
　前記ケース（１０）によって、前記制御装置の支持体が形成され、
　前記押しボタン（１２）に、ケースの外側に配置されたヘッド（２８）と、前記ケース
の穴（２２）内をスライドするように係合し、ケースの内側に延びているステム（２６）
が含まれることと、
　前記バネ部品（１４）が、前記ケース（１０）の外側面の凹所（２４）に配置されて、
前記押しボタン（１２）のヘッド（２８）と協働することを特徴とする腕時計。
【請求項８】
　前記押しボタンのヘッド（２８）と前記バネ部品（１４）が、両方とも、細長い形状、
とりわけ、楕円形状であることを特徴とする請求項７に記載の腕時計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、支持体と、支持体上で移動し、１つの軸に沿って並進移動するように取り付け
られた押しボタンと、押しボタンの移動中に最大限度を超えると、押しボタンに反力を加
えることが可能なバネ部品を含む、スナップ機能を有する制御装置に関するものである。
本発明は、また、ケースと、このタイプの制御装置を含む腕時計に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
スナップ・アクション制御装置とも呼ばれる上記した制御装置は、とりわけ、電気スイッ
チの接触ストリップを駆動して、特に、携帯用電子装置の機能を制御するために利用可能
である。しかし、こうした装置の押しボタンは、純粋に機械的なコマンドを生じることも
ある。
【０００３】
こうした装置は、例えば、機械式または電気式ストップ・ウォッチ機能付き腕時計の停止
及び起動機能を制御するためにも利用される。スナップ機能の意味するところは、加えら
れる圧力が、反力に関する限界値を超えない限り、押しボタンは何の効果も示さないまま
であり、いったん限界を超えると、機能を終了させるのに必要な圧力が、この限界値より
低いので、装置が急に状態を変化させるということである。このようにして、正確にカウ
ンタを起動または停止させることが可能になる。
【０００４】
こうした既知の腕時計の場合、スナップ機能を保証する部品は、通常、ストップ・ウォッ
チ機能付き腕時計の機構の一部を形成し、ムーブメントのブリッジまたはプレートに固定
されている。例えば、スイス特許第６４２，２２０号によって提供されるような、バネが

10

20

30

40

50

(2) JP 3776332 B2 2006.5.17

１



曲げによって作用する、カムと協働するジャンパ・バネ・タイプの装置によって打ち勝つ
力が発生する。このタイプの装置は、かなりの容積を必要とし、これが腕時計においてか
なりのハンディキャップになる。
【０００５】
ケースや押しボタンに取り付けられたバネ部品によってスナップ機能が保証される、スナ
ップ機能を有する押しボタンの製造についても提案されている。この種の解決法が、スイ
ス特許第６２９，６４７号に示されている。この文書において、バネ部品は、カム表面を
スライドし、前記表面の隆起部分を超える、半径方向に変形可能な環状部品を備えている
。こうした解決法は、あまりスペースを必要としないが、トリガ・ポイント及びこの機能
を保証するために加えられる力の制御が困難である。
【０００６】
電子スイッチの特定分野では、スナップ・バネを利用して、スナップ・アクションを発生
する制御装置も公知である。例えば米国特許第４，２３４，７６９号に説明されたコンパ
クト・タイプのスナップ・バネは、２つ固定のストップ間の圧縮によって縦方向に曲がっ
た状態に保持されるたわみ性直線ストリップによって形成されている。しかし、このバネ
は、２つの安定位置を備えており、押しボタン制御の場合、このためには、追加戻しバネ
が必要になる。もう１つの欠点は、永久圧縮のためは、腕時計のような小型装置における
不自由な部品の構成を可能にする極めて堅牢な支持体が必要になる。
【０００７】
これらの欠点は、圧縮で曲げられるより大形のプレート状のばねのストリップを組み込む
ことによって部分的に克服することが可能である。そのストリップはフレームを形成し、
それ自体、例えば、米国特許第５，０７５，５２４号に示す押しボタンによって曲げられ
る。しかし、このシステムは、押しボタンにしては比較的大がかりな手段を必要とし、従
って、腕時計のように小さい装置ではあまりにも扱いにくいことが立証されている。さら
に、このバネ部品の固定には、堅牢な支持体と、所定のスペース要件も必要になる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的の１つは、スナップ機能を有する単純かつコンパクトな制御装置を製造する
ことにある。本発明のもう１つの目的は、製造及び取り付けが容易で、動作時の信頼性が
高いこうした制御装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
従って、本発明は、第１の態様によれば、バネ部品は、その中央部分に少なくとも中央ゾ
ーンが形成され、その両端を支持ゾーンとされた弾性材料からなるシートであり、押しボ
タンと支持体の間に挿入され、一対の支持ゾーンと中央ゾーンが、一方が押しボタン（１
２）に接触し、他方が支持体（１０）に接触することによって、押しボタンが移動すると
、長手軸（Ｂ－Ｂ）に沿ってシートを曲げる結果になるように意図されており、シートは
、休止位置において曲がった断面またはＶ字形状の断面となっていることを特徴とする、
序文に示したタイプのスナップ機能を備えた制御装置に関するものである。
【００１０】
この構成の利点の１つは、バネ部品を支持体にしっかり固定する必要がなく、従って、支
持体は特に堅牢である必要がないという点である。バネ部品の支持ゾーンに必要とされる
のは、例えば、押しボタンによって、あるいは、ハウジング内にバネ部品が自由な状態に
収容される結果として、バネ部品が正しい位置に保持されることだけである。
【００１１】
実際、バネ部品は、支持体または押しボタンに固定する必要がない。もう１つの利点は、
このタイプのバネ部品は、極めて小さくすることが可能である、すなわち、押しボタンの
ヘッド以下の大きさにすることが可能であるという点と、装置アセンブリの製造及び取り
付けが、極めて低コストで可能になるという点である。
【００１２】
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押しボタン及びバネ部品の良好な動作状態を保証するため、バネ部品には、その中央に、
押しボタンのステムが通るオリフィスを含むことが望ましい。
【００１３】
望ましい実施態様の場合、前記一対の支持ゾーンは、バネ部品の凹面に配置され、中央ゾ
ーンはバネ部品の凸面に配置される。支持体が凹面に接触し、押しボタンが凸面に接触す
るのが有利である。
【００１４】
製品の寿命が続く間、動作状態が同じであり続けることを保証するため、バネ部品は、支
持体及び押しボタンに対し位置決めされることが望ましい。従って、バネ部品には押しボ
タンに接触するその両端付近に切り欠き部が含まれている。さらに、押しボタンには、こ
れらの切り欠き部に係合して、バネ部品と押しボタンの相対的位置決めを確実にする突出
部が設けられている。押しボタン自体は、支持体に対して従来のやり方で案内することが
可能である。
【００１５】
良好な製造状態は、バネ部品の形状に、丸みつき部分によって互いに接続された２つの平
面壁が含まれる場合に得られた。この構造によって、明確に規定されたスナップ・アクシ
ョンを保証し、加えられる力をうまく制御することが可能になるので、同じモデルの場合
、実際に、一つ一つが同じになる。
【００１６】
本発明は、また、ケース、及び、上述の制御装置が設けられた腕時計に関するものである
。この腕時計において、ケースは、制御装置の支持体を形成しており、押しボタンには、
ケースの外側に配置されたヘッドと、ケースの穴に係合し、ケースの内側に延びるステム
が含まれている。バネ部品は、ケースの外側面の凹所に配置されて、押しボタンのヘッド
と協働する。
【００１７】
腕時計の厚さは、美的観点から重要な役割を果たしている。この厚さをできるだけ薄くし
、同時に、扱いが容易な押しボタンを備えるため、押しボタンのヘッドと、制御装置のバ
ネ部品は、両方とも、細長い形状、できれば、楕円形状とすることが可能である。
【００１８】
本発明の他の利点及び特徴については、付属の図面を参照した、望ましい実施態様に関す
る下記の説明から明らかになるであろう。
【００１９】
【発明の実施の形態】
図面に示す装置には、腕時計のケース１０で形成された支持体、ケース１０内で軸Ａ－Ａ
に沿って並進移動するように取り付けられた押しボタン１２、及び、ケース１０と押しボ
タン１２の間に挿入されたバネ部品１４が含まれている。
【００２０】
ケース１０は、例えば、金属またはプラスチックのような任意の固体材料で製造すること
が可能である。ケースには中間部分１６及び裏カバー１７が含まれ、それらで腕時計のム
ーブメント２０が納められるハウジング１８を形成している。本明細書で説明する腕時計
の場合、裏カバー１７は、ムーブメント２０の底板ともなっている。中間部分１６は、円
筒状の穴２２があいており、軸Ａ－Ａと同じである穴の軸は半径方向を向いており、ハウ
ジング１８とケース１０の外側を接続している。穴２２に近接して、中間部分１６の外側
面には細長い凹所２４が設けられており、その凹所の側方壁２４ａは、例えば、楕円筒形
状である。凹所２４の底部には、壁２４ａに隣接して対向して設けられた２つのへこみ部
分２４と、押しボタン１２の軸Ａ－Ａ上にその中心が位置する、球形キャップの形状を備
えた中心隆起部２４ｃが含まれている。
【００２１】
押しボタン１２には、金属製が望ましい、穴２２に係合する円筒形ステム２６と、オーバ
モールドによってそのステム２６に固定され、ケース１０の外側に配置されるプラスチッ
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ク製が好都合なヘッド２８が含まれている。ステム２６は、穴２２よりもわずかに直径が
小さく、その中を自由にスライドできるようになっている。ステムには、２つの溝２６ａ
及び２６ｂが設けられていて、押しボタン１２が所定位置に納まると、溝２６ａがハウジ
ング１８の内側に位置して中間部分１６の内壁と同一位置になり、溝２６ｂが穴２２の中
間部分に位置する。
【００２２】
ムーブメントに固定され、電池を動力とするムーブメント２０の電極の一方に接続された
金属部品２９の一部を形成するストリップ・バネ３０には、溝２６ａに係合し、従って、
押しボタン１２が穴２２から外れないようにするノッチ３１が含まれている。ストリップ
・バネは、電気的接触機能を確実なものにし、後述するように、押しボタン１２を十分に
押すと、その自由端が、裏カバー１７に固定されたプリント回路基板３３のピン３２に押
しつけられる。
【００２３】
溝２６ｂに配置されたＯリングのシーリング・ガスケット３４は、中間部１６の穴２２に
おける押しボタン１２の通路に対するシーリングを保証するため、その全周囲にわたって
穴２２の壁と接触している。
【００２４】
押しボタン１２のヘッド２８は、凹所２４の形状に対応する形状を備えて、その中をスラ
イドすることができるが、回転はできないようになっている。ヘッド２８は、この場合、
ステム２６が固定された隆起部分２８ａと、凹所２４内にあって中間部分１６の外側に出
る楕円筒状部分２８ｂを備えるキャップ形状を備えている。ヘッド２８は円錐の断面形状
である凹状内表面２８ｄを備えている。円筒形部分２８ｂは、ヘッドからそれぞれ各へこ
み部分２４ｂの内側に延びるフィンガ２８ｃが形成される２つの突出部が設けられている
。その機能については後述する。
【００２５】
バネ１４は、直径がステム２６よりもわずかに大きい円形オリフィス１４ｂを中央に設け
た、薄いほぼ楕円形のステンレス鋼板で形成されていている。その円形オリフィス内をス
テムが自由にスライドできるようになっている。その楕円形は、長軸Ｂ－Ｂと短軸Ｃ－Ｃ
を備えており、これらの軸は、互いに垂直で、穴２２の軸Ａ－Ａに対して垂直である。
【００２６】
バネ１４を形成する鋼板は、楕円形の大きい方の両端に、へこんでいて、フィンガ２８ｃ
を通すための切り欠き部１４ｂを形成している。鋼板は、長軸Ｂ－Ｂに対して平行な母線
によって幾何学的表面を生成している線で描かれる形状をなし、凹面１４ｃと凸面１４ｄ
が得られるように曲げるか、折り曲げられる。
【００２７】
図面に示す実施形態の場合、バネは、丸みつき部分によって互いに接続された２つの平面
を備えるほぼ屋根の形状をなしており、従って、ほぼＶ字形の断面を形成している。留意
すべきは、バネは、軸Ａ－Ａ及びＢ－Ｂを通る中央長手方向面に対して対称であるだけで
はなく、軸Ａ－Ａまわりに回転対称となっているという点である。
【００２８】
バネ部品１４は凹所２４内に配置されている。その配置は、オリフィス１４ａと穴２２が
係合すると、ステム２６がそれらを介して通るように、また、楕円形状の両端の近くの少
なくとも一対の支持ゾーン３６で凹面１４ｃがヘッド２８に接触し、一方、その凸面１４
ｄは、中央ゾーン３８が少なくとも押しボタンのステムの近くで支持体の中心部分２４ｃ
に接触するようになっている。バネ部品１４は、フィンガ２８ｃが切り欠き部１４ｂに係
合することによって、側方壁２４ａを擦らないように、押しボタン１２に対して位置決め
される。
【００２９】
図示の例の場合、ヘッド２８に対するバネ１４の支持ゾーンは、切り欠き部１４ｂのエッ
ジに沿って配置される。図１に示す初期位置において、各切り欠き部１４ｂの両側には、
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実際に、２つの支持ゾーン３６が存在する。バネ１４の中央部分の凸面は、中央ゾーン３
８のオリフィス１４ａの両側にある２つの位置においてケース１０に接触する。
【００３０】
上述の装置が装備された腕時計のユーザが、押しボタン１２を起動すると、ヘッド２８に
手動圧が加えられて、ステム２６がケース１０に入る。ヘッド２８は、そのフィンガ２８
ｃに近接して、バネ１４の凹面１４ｃ、より厳密には、バネ１４の両端に配置された二対
の支持ゾーン３６に接触し、バネの中央ゾーン３８は、ハウジング２４の中心隆起部分２
４ｃに接触する。こうして、この圧力によって、バネ１４を変形させることになる力が発
生する。
【００３１】
従って、バネ１４は、その中央部分が押されて、その両端に力がかかるビームのような働
きをする。押しボタンを手動で押す効果によって、ビームは、結果として、その長手方向
において一方の側に曲がるが、Ｂ－Ｂに平行な双方のエッジに沿って働く引張り力のため
に、その横方向Ｃ－Ｃにおいて平坦になる。換言すれば、バネの曲がった形状またはＶ字
形状は、結果として広がることになる。バネ及びその支持ゾーンの配置は、その中央平面
の長手方向に対して対称をなすので、応力及び変形も対称をなし、バネを安定化するため
の固定手段を必要としない。
【００３２】
ビームの反力は、その曲げたわみとその断面の静的慣性モーメントの関数である。この慣
性モーメントは、Ｖが閉じれば閉じるほど大きくなる。換言すれば、ビームに十分な力が
加わると、Ｖは、押しボタンの移動中に広がり、静的慣性モーメントが減少する。曲げた
わみが増大するうちに、それを超えると、ビームを曲げるのに必要な力が減少する瞬間に
到達する。このポイントを超えると、圧力が維持されることによって、押しボタンが激し
く押され、スナップ機能を生じることになる。次に、ストリップ・バネ３０が、急にピン
３２と接触することになり、この結果、所望の電気接触が確保される。
【００３３】
バネ１４の両端部の２つの支持ゾーン３６間における横間隔も、その断面を平坦にする一
因となっているが、この補完効果は不可欠なものではない。
【００３４】
押しボタンを離すと、押しボタンは、バネ１４とストリップ・バネ３０の共同作用によっ
て、ひとりでにその位置に戻る。バネ１４によって、押しボタンの全動程にわたって戻し
力が得られるので、ストリップ・バネ３０の力は不可欠ではない。押しボタンは、ステム
２６を介して、バネ１４によって戻すことも可能である。
【００３５】
テストを実施したところ、厚さが０．０６ｍｍ、幅が３．５０ｍｍ、作用長が５．００ｍ
ｍ（２つの切り欠き部１４ｂ間の距離によって決まる）、中心穴１４ａの直径が１．４０
ｍｍで、Ｖ字形開口が１４０゜に等しい鋼板から造られたバネ１４の場合、押しボタンに
加えられる力は、約７Ｎに等しいということが明らかとなった。
【００３６】
上述のバネ１４は、わずかなコストで製造できるだけではなく、アセンブルが極めて容易
であり、それに加えることが可能な最大力が、押しボタンにかかる圧力であるため、支持
体が極めて堅牢である必要もないことは容易に理解できるであろう。この圧力が、バネの
最大反力を超えると、腕時計のケースに接触するフィンガ２８ｃによって吸収されること
になる。
【００３７】
明らかに、上述の実施形態は、数多くある変形態様のうちの単なる１つでしかない。バネ
部品は、ケースの対応する支持表面及び押しボタンが逆になると、逆にすることが可能で
ある。多数の他の解決法を企図することも可能である。バネ部品は、例えば、円形または
矩形の形状でもよいし、あるいは、ゆがんだ表面を備えることさえ可能である。いずれの
場合も、静的慣性モーメントは、バネ部品が曲げ力を受けると、減少しなければならない
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。この条件を満たすのは、それに沿って曲げが生じる軸Ｂ－Ｂに対して垂直な軸Ａ－Ａ及
びＣ－Ｃによって形成される平面に沿った、バネ部品の断面が、曲げられて休止位置につ
く場合、すなわち、バネ部品が弾性変形を受けない場合である。
【００３８】
バネ部品は、ケースの内側に配置することもできるし、ケース内に造られた、このために
企図されたハウジング内に納めることも可能である。一方、バネ部品は、ストリップ・バ
ネ３０の代わりに、それ自体が電気接触部を形成する１つ以上のストリップによって拡張
することも可能である。
【００３９】
この装置は、例えば、電話またはコンピュータのような、腕時計とは異なる装置に用いら
れる押しボタンにも利用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による少なくとも押しボタン制御装置を装備した腕時計のケースの一部に
関する部分切り取り平面図である。
【図２】図１の対象の分解透視図である。
【図３】図２と同様の、ただし、別の角度からの図である。
【符号の説明】
１０　支持体
１２　押しボタン
１４　バネ部品
１４ａ　オリフィス
１４ｃ　バネ部品の凹面
１４ｄ　バネ部品の凸面
２２　ケースの穴
２４　ケースの凹所
２６　ステム
２８　ヘッド
２８ｃ　突出部
３６　支持ゾーン
３８　中央ゾーン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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